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　 7)重症歯性感染症にて入院中に上部消化管出
血により急変 した1例
　 O近藤 祐,宮島 久,吉開 義弘,岡崎 敦子
　　 竹内 聡史,御代田 駿,三科裕美子,太田 嘉弘
　　　　　　　　　　　 (会津中央病院歯科口腔外科)
　 (緒　言)　消化管潰瘍は消炎鎮痛剤の長期服用
で発症することは良 く知 られている。場合によっ
ては消化管出血により,高度の貧血に陥ることも
ある。 しか し,疼痛などの訴えが乏 しいことも多
く,吐血などの症状が無い場合は診断 しづ らい。
今回演者 らは,重 症歯性感染症で入院中に,意 識
障害を起 こし,脳梗塞を初期に疑ったが,精 査の
結果,上 部消化管出血による意識障害であった1
例を経験 したので,そ の概要を報告 した。
　 (症　例)　71歳,男性。
　主訴:左 側下顎臼歯部の疼痛。
　現病歴:初 診の数 日前より急性症状 を認め,紹
介元で加療を受けるも,改善無いため当科紹介。
　基礎疾患:脳 梗塞,高 血圧症,前 立腺肥大,変
形性膝関節症。治療薬 として,多 種類の薬剤が処
方 されてお り,その中に複数種類の消炎鎮痛剤が
含まれていた。
　現症:発 熱および全身倦怠感を認めた。左側頬
部は腫脹 しており,開 口障害 も認めたが,波 動は
触知 しなかった。画像所見にて,左 側下顎埋伏智
歯を認め,周 囲骨は瀰漫性に吸収 していた。血液
検査所見にて,急 性炎症および貧血 を認めた。
　臨床診断:左 側下顎智歯周囲炎から継発 した顎
炎。
　処置および経過:即 日入院の上,抗 菌療法およ
び消炎処置施行。:夜間帯に意識レベル低下。脳神
経外科にて精査するも異常な し。救命センター転
科。精査の結果,上 部消化管出血 と判明。消化器
科転科の上,上 部消化管内視鏡視下に止血処置。
消化器症状の消失および消炎が図 られたため,原
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因歯 を抜歯後,退 院。
　 (考　察)　今回,他 科 との速やかな連携にて危
機的状況を乗 り越えられたが,消 炎鎮痛剤の多種
類内服 ・貧血所見 ・上部消化管出血を示唆する所
見を問診で聴取 しきれなかったこと,な どに留意
していれば,も っと早 くに対応できた可能性も否
定できない。 この経験 を生かし今後の臨床 に繋げ
たい。
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